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明
治
以
降
を
中
心
に 

―

荊　
　

木　
　

美　
　

行　
　
　
　

〈
要
旨
〉『
日
本
書
紀
』
は
『
古
事
記
』
と
な
ら
ぶ
貴
重
な
古
典
と
し
て
、
古
来
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
う
し
た
研
究
の
成
果
は
、
校
訂
本
・
読
み
下
し
文
・
現
代
語
訳
の
作
成
や
注
釈
と
い
っ
た
形
で
世
に
問
わ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
明

治
以
降
は
、
洋
装
本
の
普
及
と
相
俟
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
の
出
版
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
、
昭
和
前
期
に
は
複
数
の
も
の
が
相

次
い
で
刊
行
さ
れ
、
大
い
に
普
及
し
た
。
こ
れ
ら
テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
の
発
行
が
記
紀
研
究
の
進
展
と
関
係
す
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

小
論
は
、
明
治
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
の
原
文
・
読
み
下
し
文
・
現
代
語
訳
・
注
釈
を
網
羅
し
た
リ
ス
ト
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

近
現
代
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
歩
み
を
俯
瞰
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉『
日
本
書
紀
』　

神
代
巻　

テ
キ
ス
ト　

注
釈
書　

記
紀
研
究
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は
じ
め
に

　
『
日
本
書
紀
』
は
『
古
事
記
』
と
な
ら
ぶ
貴
重
な
古
典
と
し
て
、
古
来
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ

う
し
た
研
究
の
成
果
は
、
校
訂
本
・
読
み
下
し
文
・
現
代
語
訳
の
作
成
や
注
釈
と
い
っ
た
形
で
世
に
問
わ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
明
治
以
降

は
、
洋
装
本
の
普
及
と
相
俟
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
の
出
版
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
、
昭
和
前
期
に
は
複
数
の
も
の
が
相
次
い
で

刊
行
さ
れ
、
大
い
に
普
及
し
た
。
記
紀
研
究
の
進
展
が
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
の
発
行
と
関
係
が
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
飯い

い

田だ

武た
け

郷さ
と

の
『
日
本
書
紀
通
釋
』
全
六
巻
の
よ
う
に
、
明
治
三
十
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
の
を
皮
切

り
に
昭
和
の
末
年
ま
で
、
版
元
を
変
え
つ
つ
十
数
回
に
及
ぶ
出
版
・
復
刊
の
あ
っ
た
、
息
の
長
い
注
釈
書
も
あ
る
。
し
か
し
、
い
っ
ぽ
う
で

は
、
発
行
部
数
も
少
な
く
、
短
命
に
終
わ
り
、
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
が
そ
の
後
の
研
究
に
積
極
的
に
活

か
さ
れ
た
と
は
云
い
が
た
い
。

　

た
だ
、
書
籍
の
普
及
と
注
釈
書
と
し
て
の
価
値
は
か
な
ら
ず
し
も
比
例
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
日
の
目
を
み
な
か
っ
た
テ
キ
ス
ト
や
注
釈
書

に
も
採
る
べ
き
点
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
う
し
た
労
作
の
目
配
り
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
が
、
先
学
に
対
す
る

表
敬
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

小
論
は
、
筆
者
が
備
忘
の
た
め
に
作
成
し
て
き
た
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
や
注
釈
書
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
忽

卒
の
間
に
ま
と
め
た
も
の
ゆ
え
、
遺
漏
も
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
洩
れ
た
も
の
が
あ
れ
ば
ご
教
示
た
ま
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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【
凡
例
】

一
、
小
論
で
は
、
明
治
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
の
原
文
・
読
み
下
し
文
・
現
代
語
訳
・
注
釈
を
網
羅
す
る
。
現
代
語
訳
の
み
の
も

の
を
注
釈
書
と
し
て
掲
出
す
る
こ
と
に
は
異
論
も
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
一
種
の
注
釈
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
掲
げ
た
。

一
、
執
筆
は
幕
末
に
溯
る
よ
う
な
も
の
で
も
、
明
治
以
降
の
刊
行
で
あ
れ
ば
掲
出
す
る
（
た
と
え
ば
、
鈴
木
重
胤
『
日
本
書
紀
傳
』
な
ど

）。
ぎ
ゃ
く

に
、
明
治
以
降
の
刊
行
で
も
、
江
戸
時
代
の
板
本
の
重
刊
や
補
刻
本
は
、
原
則
と
し
て
除
外
し
た
。

一
、
明
治
以
後
の
刊
行
に
か
か
る
も
の
で
も
古
写
本
の
影
印
、
古
注
釈
の
飜
刻
（
河
村
秀
根
『
書
紀
集
解
』
全
四
巻
〈
臨
川
書
店
、
昭
和
44
年
9
月
30
日
〉・
吉

澤
義
則
編
『
未
刊
國
文
古
註
釋
大
系
』
第
十
二
巻
〈
帝
国
教
育
会
出
版
部
、
昭
和
13
年
6
月
20
日
〉
や
高
野
辰
之
『
日
本
歌
謡
集
成
』
巻
一
上
古
編
〈
東
京
堂
出
版
、
昭
和
35
年
8

月
25
日
〉）
な
ど
は
除
外
し
た
。

一
、
排
列
は
、
原
則
と
し
て
刊
行
年
月
日
順
に
し
た
が
っ
た
。
複
数
巻
に
分
冊
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
巻
の
発
行
年
月
日
に
よ
っ

て
排
列
し
た
。「
出
版
」「
発
行
」「
発
兌
」
な
ど
の
表
記
は
、
な
る
べ
く
原
本
の
奥
付
に
よ
っ
た
。

一
、『
日
本
書
紀
』
全
体
に
記
述
が
及
ぶ
も
の
を
中
心
に
掲
げ
（
た
だ
し
、
少
な
く
と
も
一
巻
分
の
記
載
の
あ
る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
採
っ
た

）、
歌
謡
の
注

釈
は
別
に
掲
出
し
た
。

一
、
原
則
と
し
て
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
限
っ
た
が
、
一
部
雑
誌
掲
載
の
も
の
も
採
っ
た
。

一
、
編
者
（
校
注
者
・
訳
者
も
ふ
く
め
、
表
紙
ま
た
は
奥
付
に
名
前
の
あ
る
人
に
限
る
。「
×
×
著
」「
□
□
編
」「
〇
〇
校
注
」
な
ど
の
表
記
は
、
原
本
に
し
た
が
う

）
→
書
名

→
発
行
所
→
刊
行
年
月
日
（
日
附
の
な
い
も
の
は
月
ま
で

）
→
概
要
の
順
で
掲
げ
る
。
四
冊
以
上
の
分
冊
か
ら
な
る
も
の
の
刊
行
年
次
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
最
初
と
最
後
に
発
刊
さ
れ
た
巻
の
そ
れ
を
示
し
た
。

一
、
と
く
に
冊
数
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
一
冊
本
で
あ
る
。

一
、
概
要
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
、
簡
潔
を
旨
と
し
た
。
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一
、
再
刊
・
復
刊
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
概
要
の
と
こ
ろ
で
言
及
し
た
。

一
、
索
引
の
よ
う
な
工
具
類
、
あ
る
い
は
研
究
書
は
掲
出
し
な
い
。

一
、
三
品
彰
英
博
士
の
『
日
本
書
紀
朝
鮮
関
係
記
事
考
證
』
上
巻
・
下
巻
は
、
著
者
ご
本
人
が
注
釈
と
認
識
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
尊

重
し
て
掲
出
し
た
。

一
、
小
論
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、『
皇
學
』
第
五
巻
第
一
・
二
・
三
号
、
第
六
巻
第
二
号
掲
載
の
「
神
宮
文
庫
及
神

宮
皇
學
館
所
蔵
『
日
本
書
紀
』
関
係
書
目
録
」

（
上
）（
中
）（
下
）（
続
）（
昭
和
十
二
年
三
・
八
・
十
二
月
、
同
十
三
年
十
月

）
を
参
照
し
た
が
、
歌
謡
の
注
釈
を
別
に
立
項
し
た
の
は
、
た
ま
た
ま

方
針
が
一
致
し
た
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
は
、
榊
原
末
一
氏
の
執
筆
に
か
か
る
、
こ
の
目
録
の
原
稿
を
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え

ら
れ
た
訂
正
等
も
併
せ
て
参
照
し
た
。

一
、
国
語
読
本
・
漢
文
読
本
・
詔
勅
謹
解
の
た
ぐ
い
、
さ
ら
に
は
少
年
少
女
向
け
の
「
神
話
伝
説
集
」
の
た
ぐ
い
は
、
こ
の
た
び
の
目
録
か
ら

は
除
外
し
た
。

 

【
全
体
に
わ
た
る
も
の
】

■  

中
山
繁
樹
訓
点

『
神
代
巻
』
全
二
冊

同
盟
書
房
、
明
治
6
年
8
月
発
兌

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
・
二
神
代
巻
の
原
文
に
返
り
点
と
訓
読
を
施
し
た
も
の
。
下
巻
奥
書
に
は
「
原
刻　

延
宝
四
年
丙
辰
八
月　

明
治
六
年

四
月
二
刻
」
と
あ
る
。
上
巻
巻
頭
に
は
明
治
６
年
10
月
の
加

（
マ
マ
）茂

御
祖
神
社
大
宮
司
・
権
少
教
正
岡
本
経
春
の
序
と
、
明
治
６
年
７
月
の
中
山
繁

樹
の
序
が
あ
る
。
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■  
田た

中な
か

頼よ
り

庸つ
ね

校
訂

『
校
訂
日
本
紀
』
一
・
二

校
訂
兼
出
版
人
田
中
頼
庸
・
売
捌
所
中
田
正
朔
、
明
治
13
年
5
月
29
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
校
訂
本
。
諸
本
を
以
て
校
合
し
た
結
果
を
頭
注
の
形
で
掲
げ
る
。
和
装
本
。

■  

伴
信
友
校
訂

『
本
朝
六
國
史　

日
本
書
紀
』
全
三
冊

赤あ
か

志し

忠ち
ゅ
う

七し
ち

、
明
治
16
年
8
月
出
版

和
装
本
。『
日
本
書
紀
』
全
文
の
校
訂
本
。
第
一
冊
は
巻
第
一
～
七
、
第
二
冊
は
巻
第
八
～
十
九
、
第
三
冊
は
巻
第
二
十
～
三
十
を
収
録
。
の

ち
昭
和
40
年
3
月
25
日
に
郁
文
舎
か
ら
他
の
五
国
史
と
合
冊
し
て
縮
刷
版
が
刊
行
さ
れ
た
。

■  

飯
田
武
郷

『
日
本
書
紀
通
釋
』

大
八
洲
學
會
、
明
治
22
年
8
月
23
日
～
明
治
28
年
10
月
11
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
巻
の
注
釈
。
寛
文
版
本
を
底
本
と
す
る
原
文
を
掲
げ
（
別
巻
の
「
索
引
・
歌
文
集
」
の
口
絵
参
照

）、
そ
れ
に
対
し
て
詳
細
な
注
釈
を

施
し
た
も
の
。
全
七
十
巻
。
大
八
洲
學
會
出
版
の
分
は
、
明
治
22
年
8
月
23
日
出
版
の
上
篇
之
一
か
ら
明
治
28
年
6
月
7
日
出
版
の
上
篇
之
七

ま
で
と
、
中
篇
之
一
（
明
治
22
年
10
月
11
日

）・
二
（
明
治
22
年
11
月
11
日

）
が
あ
る
が
、
他
は
未
確
認
。
そ
の
後
、
洋
装
活
字
本
全
五
巻
（
発
売
所
明
治
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書
院
、
明
治
35
年
1
月
23
日
～
明
治
36
年
1
月
31
日
発
行

）
が
刊
行
さ
れ
、
こ
の
と
き
索
引
（
発
売
所
明
治
書
院
・
六
合
館
、
明
治
36
年
1
月
31
日
発
行

）
が
加
わ
っ

た
。
の
ち
『
再
版
日
本
書
紀
』
の
書
名
で
再
刊
さ
れ
（
発
売
所
明
治
書
院
・
六
合
館
、
全
五
巻
と
も
明
治
42
年
12
月
1
日
発
行
、
た
だ
し
索
引
は
な
し

）、
さ
ら
に

大
鐙
閣
（
大
正
11
年
12
月
15
日
～
大
正
12
年
4
月
20
日
、
た
だ
し
索
引
は
な
し

）、
内
外
書
籍
（
昭
和
5
年
、
こ
の
と
き
か
ら
索
引
に
歌
文
が
加
わ
る

）・
畝
傍
書
房
（
『
増

補
正
訓
日
本
書
紀
通
釋
』
と
改
題
、
全
巻
と
も
昭
和
15
年
11
月
20
日
発
行
、
索
引
あ
り
。
昭
和
17
年
に
も
重
版

）
と
版
元
を
変
え
再
版
、
戦
後
も
昭
和
56
年
9
月
20
日

に
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
よ
り
第
一
～
第
五
・
索
引
歌
文
集
と
し
て
全
六
巻
同
時
に
復
刻
（
昭
和
60
年
3
月
10
日
に
も
同
社
か
ら
重
版
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き

索
引
歌
文
集
を
「
第
六
」
と
改
め
る

）。

■  

敷し
き

田だ

年と
し

治は
る

『
日
本
紀
標
註
』
全
二
十
六
巻
（
和
装
本
）

小
林
林
之
助
、
明
治
24
年
12
月
6
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
三
十
巻
に
わ
た
る
注
釈
書
。
明
治
に
入
っ
て
か
ら
刊
行
さ
れ
た
注
釈
書
は
本
書
を
以
て
嚆
矢
と
な
す
。
巻
之
一
は
目
録
・
凡

例
・
論
説
・
假
字
之
例
・
異
音
・
古
韻
・
天
津
日
嗣
之
大
御
脈
・
舎
人
親
王
略
伝
・
万ま

な

ば

し

ら

那
婆
志
良
か
ら
な
る
。
以
下
、
巻
之
二
は
神
代
上
之

上
、
巻
之
三
は
神
代
上
之
下
、
巻
之
四
は
神
代
下
、
巻
之
五
は
神
武
天
皇
、
巻
之
六
は
綏
靖
天
皇
～
崇
神
天
皇
、
巻
之
七
は
垂
仁
天
皇
、
巻
之

八
は
景
行
天
皇
・
成
務
天
皇
、
巻
之
九
は
仲
哀
天
皇
・
神
功
皇
后
、
巻
之
十
は
応
神
天
皇
、
巻
之
十
一
は
仁
徳
天
皇
、
巻
之
十
二
は
履
中
天
皇

～
安
康
天
皇
、
巻
之
十
三
は
雄
略
天
皇
、
巻
之
十
四
は
清
寧
天
皇
～
武
烈
天
皇
、
巻
之
十
五
は
継
体
天
皇
～
宣
化
天
皇
、
巻
之
十
六
は
欽
明
天

皇
、
巻
之
十
七
は
敏
達
天
皇
～
崇
峻
天
皇
、
巻
之
十
八
は
推
古
天
皇
、
巻
之
十
九
は
舒
明
天
皇
・
皇
極
天
皇
、
巻
之
二
十
は
孝
徳
天
皇
、
巻
之

二
十
一
は
斉
明
天
皇
、
巻
之
二
十
二
は
天
智
天
皇
、
巻
之
二
十
三
は
天
武
天
皇
上
、
巻
之
二
十
四
は
天
武
天
皇
中
、
巻
之
二
十
五
は
天
武
天
皇

下
、
巻
之
二
十
六
は
持
統
天
皇
を
扱
う
。
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

■  
大お

お

八や

洲し
ま

學
會
校
訂

『
六
國
史
校
本
』

大
八
洲
學
會
、
明
治
25
年
4
月
13
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
六
ま
で
の
校
訂
本
。
底
本
は
寛
文
板
本
で
、
諸
本
に
よ
っ
て
校
合
す
る
。
奥
附
に
よ
れ
ば
、
校
訂
者
は
飯
田
武
郷
・
木

村
正ま

さ

辭こ
と

。
巻
末
に
「
凡
例
」「
新
校
正
日
本
書
紀
所
拠
諸
本
」
と
巻
第
十
六
ま
で
の
「
校
異
」
を
掲
げ
る
。
続
巻
に
つ
い
て
は
不
明
。
な
お
、

『
大
八
洲
學
會
雜
誌
』
巻
之
三
十
二
（
明
治
22
年
2
月
10
日
発
行

）
に
は
「
六
國
史
校
正
趣
旨
」「
大
八
洲
學
會
発
行
六
國
史
購
求
豫
約
規
則
」
が
、

ま
た
同
誌
巻
之
三
十
三
（
明
治
22
年
3
月
10
日
発
行

）
に
は
魚う

お

住ず
み

長お
さ

胤た
ね

「
六
國
史
校
本
刊
行
ニ
就
テ
所
感
ヲ
述
ブ
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
這
般
の

事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

■  

岸き
し
も
と本

宗し
ゅ
う

道ど
う

・
大お

お
み
や宮

宗そ
う

司し

校
訂

『
日
本
書
紀　

全
』

東
京
堂
、
明
治
25
年
8
月
6
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
文
の
校
訂
本
。
底
本
は
寛
文
板
本
で
諸
本
に
よ
っ
て
校
合
。
頭
注
の
形
で
校
異
を
記
す
。
扉
に
「
菊
園
舎
藏
版
」
と
あ
り
、

奥
附
に
印
刷
者
近
藤
圭
造
、
発
兌
所
東
京
堂
、
大
売
捌
博
文
館
、
関
西
発
売
元
盛
文
館
と
あ
る
。
巻
頭
に
内
藤
耻ち

叟そ
う

の
序
あ
り
。

■  

經
濟
雜
誌
社
集

『
國
史
大
系
』
第
壹
卷
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

經
濟
雜
誌
社
、
明
治
30
年
2
月
28
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
文
の
校
訂
本
。「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、「
本
書
は
故
文
学
博
士
小
中
村
清
矩
大
人
が
安
政
の
頃
内
藤
廣
前
の
校
本
を
以
て
異
同

を
註
さ
れ
し
も
の
に
拠
り
て
寛
文
の
板
本
（
流
布
本
）
に
標
註
を
加
へ
傍
ら
日
本
紀
通
證
書
紀
集
解
等
二
三
の
書
を
参
攷
し
て
校
訂
せ
り
」
と

あ
る
。
大
正
4
年
1
月
26
日
、
黒
板
勝
美
が
再
校
訂
し
た
も
の
が
刊
行
さ
れ
る
。

■  

井
上
頼
圀
閲
、
三
崎
民
樹
・
氷
室
銑
之
輔
・
庄
田
哲
夫
述

『
日
本
紀
講
義
』
上
巻
・
下
巻

水
穗
會
、
明
治
39
年
4
月
20
日
発
行

前
掲
田
中
頼
庸
氏
の
『
校
訂
日
本
紀
』
を
原
本
と
し
、
神
代
巻
の
原
文
を
掲
げ
、
つ
い
で
鈴
木
重
胤
『
日
本
書
紀
傳
』
に
よ
っ
て
注
釈
を
施

す
。『
日
本
書
紀
傳
』
の
活
字
本
は
、
い
ま
だ
刊
行
さ
れ
ざ
る
時
期
な
れ
ば
、
宮
内
省
図
書
寮
所
蔵
の
献
納
本
に
よ
っ
た
か
。

■  

井
上
頼
圀
閲
、
三
崎
民
樹
・
氷
室
銑
之
輔
・
庄
田
哲
夫
述

『
日
本
紀
講
義　

神
代
巻
』

皇
學
書
院
、
明
治
39
年
8
月
20
日
発
行

前
掲
井
上
頼
圀
閲
、
三
崎
民
樹
・
氷
室
銑
之
輔
・
庄
田
哲
夫
述
『
日
本
紀
講
義
』
上
巻
・
下
巻
を
合
本
し
た
も
の
。

■  

鈴
木
重
胤
著
・
秋あ

き

野の

庸や
す

彦ひ
こ

校
訂

『
日
本
書
紀
傳
』
全
七
巻
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

皇
典
講
究
所
國
學
院
大
學
出
版
部
（
明
治
45
年
2
月
12
日
発
行
の
第
六
巻
か
ら
は
皇
典
講
究
所
國
學
院
大
學
販
売
所

）、
明
治
43
年
5
月
28
日
～
同
44
年
7
月
30

日
発
行
（
第
五
巻
〈
六
・
七
巻
は
未
刊
か
〉
ま
で
が
昭
和
18
年
11
月
30
日
か
ら
同
19
年
9
月
25
日
に
か
け
て
會
通
社
〈
三
・
五
巻
は
瑞
穂
出
版
〉
よ
り
再
版
発
行

）

『
日
本
書
紀
』
神
代
上
下
の
注
釈
書
（
未
完

）。
原
文
と
注
釈
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
重
胤
が
生
前
に
執
筆
し
た
三
十
巻
を
適
宜
分
冊
。
一
に
は

一
之
巻
～
七
之
巻
、
二
に
は
八
之
巻
～
十
二
之
巻
、
三
に
は
十
三
之
巻
～
十
七
之
巻
、
四
に
は
十
八
之
巻
～
二
十
二
之
巻
、
五
に
は
二
十
三
之

巻
～
二
十
七
之
巻
、
六
に
は
二
十
八
之
巻
・
二
十
九
之
巻
、
七
に
は
二
十
九
之
巻
（
続
き

）
～
三
十
之
巻
を
収
録
。

な
お
、『
日
本
書
紀
傳
』
は
の
ち
樹
下
快
淳
編
輯
『
鈴
木
重
胤
全
集
』
第
一
～
九
（
鈴
木
重
胤
先
生
学
徳
顕
揚
会
、
昭
和
12
年
11
月
30
日
～
同
15
年
11
月
20
日

）

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

■  

飯
田
弟
治
訳
・
松
本
愛
重
校
閲

『
新
譯
日
本
書
紀
』

嵩
山
房
、
大
正
元
年
年
8
月
15
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
巻
の
読
み
下
し
文
。
訳
者
は
、
飯
田
武
郷
の
子
息
で
、
武
郷
の
校
訂
し
た
蓬
室
本
の
訓
法
に
よ
り
読
み
下
し
た
も
の
。
松
本

愛
重
氏
が
校
閲
。
本も

と

居お
り

豊と
よ

頴か
い

の
序
あ
り
。
巻
頭
に
「
新
譯
日
本
書
紀
索
引
」
を
排
す
る
。

■  

島
根
県
皇
典
講
究
分
所
編

『
日
本
書
紀　

神
代
巻
』

島
根
県
皇
典
講
究
分
所
、
大
正
4
年
7
月
10
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
全
文
に
つ
い
て
読
み
下
し
文
を
掲
げ
た
も
の
。
巻
末
に
詳
細
な
索
引
を
附
す
。
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

■  
島
根
県
皇
典
講
究
分
所
編

『
日
本
書
紀　

神
武
巻
よ
り
成
務
巻
』

島
根
県
皇
典
講
究
分
所
、
大
正
6
年
6
月
15
日
発
行

神
武
天
皇
紀
～
成
務
天
皇
紀
ま
で
の
全
文
に
つ
い
て
読
み
下
し
文
を
掲
げ
た
も
の
。
巻
末
に
「
日
本
書
紀
年
表
」
と
詳
細
な
索
引
を
附
す
。
前

掲
『
日
本
書
紀　

神
代
巻
』
の
続
篇
。

■  

社
会
教
育
協
會
編
纂

『
勤
王
文
庫　

第
二
巻　

教
學
篇
（
上
）』

社
会
教
育
協
會
、
大
正
8
年
10
月
5
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
正
文
だ
け
を
読
み
下
し
に
し
た
も
の
。「
十
七
条
憲
法
」「
大
化
改
新
の
詔
の
奉
答
」
な
ど
を
併
載
。
昭
和
15
年
11
月

20
日
に
改
訂
版
発
行
。

■  

原
訓
者
橘
守
部
・
纂
註
者
加
藤
玄げ

ん

智ち

・
解
題
者
安
藤
正
次

『
世
界
聖
典
全
集　

神
道　

日
本
書
紀
神
代
巻
全
』

世
界
聖
典
全
集
刊
行
會
、
大
正
9
年
4
月
20
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
神
代
上
下
に
つ
い
て
、
ま
ず
、「
日
本
書
紀
神
代
巻
本
文
」
と
し
て
橘
守
部
の
『
稜
威
道
別
』
の
正
文
・
旁
訓
に
よ
っ
て
書
き

下
し
文
を
作
成
。
つ
い
で
、「
日
本
書
紀
纂
註
」
と
し
て
、
諸
家
の
注
釈
を
排
列
し
、
巻
末
に
「
日
本
書
紀
解
題
」
を
附
す
。
注
釈
は
い
ず
れ
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

も
明
治
以
前
の
も
の
で
、
編
者
の
私
見
は
交
え
て
い
な
い
が
、
書
き
下
し
文
を
採
用
し
て
い
る
点
を
考
慮
し
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
。

■  

植
松
安や

す
し

編

『
註釋

假
名
の
日
本
書
紀
』
上
巻
・
下
巻

大
同
館
書
店
、
上
下
巻
と
も
大
正
9
年
9
月
5
日
発
行

清
水
濱
臣
旧
蔵
本
を
底
本
と
し
、
諸
本
を
以
て
校
合
を
加
え
た
も
の
。
適
宜
註
解
を
施
し
て
、
用
語
等
を
解
説
。
上
巻
巻
頭
に
植
松
氏
の
「
假

名
日
本
書
紀
に
就
て
」
を
排
す
る
。
上
巻
は
第
一
～
十
五
、
下
巻
は
巻
第
十
六
～
三
十
を
収
録
。

■  

中
山
泰
昌
編
輯

『
校註

日
本
文
學
大
系
第
一
巻
』

國
民
圖
図
書
會
社
、
昭
和
2
年
7
月
21
日
発
行

植
松
安
編
輯
担
当
。『
日
本
書
紀
』
巻
一
・
二
の
読
み
下
し
文
と
頭
注
。「
例
言
」
に
は
田
中
本
・
宮
内
省
図
書
寮
本
・
彰
考
館
本
・
岩
崎
文
庫

本
な
ど
を
参
照
し
た
と
あ
る
。『
古
事
記
』・
風
土
記
。
祝
詞
・
宣
命
な
ど
を
併
載
。
巻
頭
に
尾
上
八
郎
氏
の
執
筆
に
か
か
る
「
解
題
」
あ
り
。

昭
和
12
年
7
月
12
日
に
普
及
版
発
行
。

■  

佐
伯
有
義
編

『
六
國
史
巻
一
・
二　

日
本
書
紀
』

朝
日
新
聞
社
、
巻
壹
昭
和
3
年
12
月
30
日
、
巻
貮
は
昭
和
4
年
4
月
2
日
発
行



─ 12 ─

『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
日
本
書
紀
』
の
全
巻
に
つ
い
て
原
文
と
頭
注
を
掲
げ
る
。
巻
壹
は
寛
文
版
本
を
底
本
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
校
訂
本
の
う
ち
、
巻
第
十
五
ま

で
を
収
録
。
巻
貮
は
巻
十
六
か
ら
三
十
ま
で
を
収
録
。
巻
壹
巻
頭
に
は
「
日
本
書
紀
解
題
」
を
排
し
、
巻
貮
巻
末
に
は
附
録
と
し
て
「
日
本
書

紀
所
見
宮
都
並
山
陵
一
覧
」「
天
武
天
皇
紀
賜
姓
一
覧
」
な
ど
を
掲
載
。
の
ち
、
昭
和
15
年
3
月
22
日
（
上
巻

）、
昭
和
15
年
5
月
25
日
（
下
巻

）

に
増
補
版
刊
行
。
な
お
、『
明
治
聖
徳
記
念
學
會
紀
要
』
三
八
（
昭
和
7
年
9
月
10
日
発
行

）
掲
載
の
佐
伯
有
義
「
六
国
史
の
編
修
と
古
写
本
に
就

て
」
が
掲
載
さ
れ
、
本
書
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

■  

黒
板
勝
美
編

『
訓
讀　

日
本
書
紀
』
上
・
中
・
下

岩
波
書
店
、
上
巻
昭
和
3
年
1
月
15
日
発
行
、
同
18
年
4
月
8
日
改
版
、
中
巻
昭
和
6
年
3
月
5
日
発
行
、
同
16
年
12
月
15
日
改
版
、
下
巻
昭

和
7
年
12
月
25
日
発
行
、
同
19
年
2
月
20
日
改
版

『
日
本
書
紀
』
ほ
ぼ
全
文
の
読
み
下
し
文
（
武
烈
天
皇
紀
に
一
部
抄
略
あ
り

）。
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
注
を
附
す
。
上
巻
は
巻
第
一
・
二
、
中
巻
は
巻

三
～
十
七
、
下
巻
は
巻
第
十
九
～
三
十
を
収
録
。

■  

聖
徳
太
子
奉
讃
會

『
推
古
天
皇
紀
』

聖
徳
太
子
奉
讃
會
、
昭
和
3
年
4
月
18
日
発
行

前
掲
の
植
松
安
編
『
註釋

假
名
の
日
本
書
紀
』
か
ら
巻
第
二
十
二
を
抄
出
し
た
も
の
。
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

■  

武
田
祐
吉
編

『
校註

日
本
文
學
類
從　

上
代
文
學
集
』

博
文
館
、
昭
和
4
年
1
月
15
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
～
三
ま
で
の
全
文
の
読
み
下
し
文
と
、
巻
第
五
～
二
十
七
の
抜
粋
の
読
み
下
し
文
と
、
か
ん
た
ん
な
頭
注
を
掲
げ
る
。

『
古
事
記
』・
風
土
記
な
ど
の
読
み
下
し
文
も
併
載
。

■  

物も
ず
め集

高
見
編

『
新
註
皇
學
叢
書　

第
一
巻
』

廣
文
庫
刊
行
会
、
昭
和
4
年
5
月
12
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
巻
の
原
文
と
頭
注
。
原
文
の
末
尾
に
「
日
本
書
紀
校
異
」「
日
本
書
紀
校
訂
所
據
諸
本
解
説
」
を
附
す
。『
古
事
記
』『
古
語

拾
遺
』
や
風
土
記
を
併
載
。

■  

正
宗
敦
夫
編
纂
・
校
訂

『
日
本
古
典
全
集
第
三
期　

日
本
書
紀
（
原
文
）』
上
・
下

日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
上
巻
昭
和
5
年
7
月
25
日
・
下
巻
昭
和
5
年
12
月
25
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
巻
の
原
文
に
つ
い
て
寛
永
版
本
の
再
刻
本
を
底
本
と
し
、
諸
本
に
よ
り
校
訂
を
加
え
た
も
の
。
上
巻
は
巻
第
1
～
18
、
下
巻

は
巻
第
19
～
30
を
収
録
。
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

■  

田
邊
勝
哉
著

『
日
本
書
紀
講
義　

神
代
巻
』

帝
國
神
祇
學
會
出
版
部
、
昭
和
7
年
5
月
10
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
上
下
に
つ
い
て
、
原
文
・
訳
読
（
読
み
下
し
文

）・
解
釈
の
順
で
排
列
し
た
も
の
。「
解
釈
」
は
用
語
解
を
中
心
と
す
る
。

■  

正
宗
敦
夫
編
纂
・
校
訂

『
日
本
古
典
全
集
第
三
期　

日
本
書
紀
（
訓
讀
）』
上
・
下

日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
上
巻
昭
和
7
年
7
月
25
日
・
下
巻
昭
和
8
年
5
月
20
日
発
行

『
日
本
古
典
全
集
第
三
期　

日
本
書
紀
（
原
文
）』
上
・
下
の
訓
読
。
上
巻
は
巻
第
一
～
十
八
、
下
巻
は
巻
第
十
九
～
三
十
を
収
録
。

■  

堀
江
秀
雄
著

『
校
註　

日
本
書
紀　

神
代
よ
り
神
武
天
皇
ま
で
』

明
治
書
院
、
昭
和
7
年
9
月
25
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
～
三
（
神
代
上
下
・
神
武
天
皇

）
に
つ
い
て
、
原
文
・
読
み
下
し
文
・
頭
注
を
施
す
。

■  

武
田
祐
吉
訳

『
國文

六
國
史
』
第
一
日
本
書
紀
上
・
第
二
日
本
書
紀
下

大
岡
山
書
店
、
第
一
は
昭
和
7
年
10
月
5
日
、
第
二
は
昭
和
12
年
11
月
25
日
発
行
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
日
本
書
紀
』
全
文
の
読
み
下
し
文
。
扉
に
は
「
武
田
祐
吉
・
今
泉
義
忠
編
」
と
あ
る
が
、
本
冊
の
担
当
は
武
田
祐
吉
。
の
ち
、
昭
和
63
年
12

月
15
日
に
臨
川
書
店
よ
り
合
冊
し
武
田
祐
吉
訳
『
訓読

日
本
書
紀
』
と
し
て
復
刻
。

■  

黒
板
勝
美
校
訂
・
解
説

『
日
本
書
紀
精
粹
』

大
日
本
教
化
図
書
株
式
会
社
、
昭
和
8
年
12
月
26
日
発
行

日
本
思
想
叢
書
第
9
輯
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
。『
日
本
書
紀
』
全
巻
の
記
事
を
適
宜
抜
萃
し
、
注
釈
・
読
み
下
し
文
・
口
訳
と
叮
嚀
な
解

説
を
施
す
。
神
代
巻
の
「
一
書
」
は
省
略
も
多
い
が
、『
日
本
書
紀
』
全
体
を
俯
瞰
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

■  

藤
澤
衞も

り

彦ひ
こ

編

『
日
本
神
話
と
傳
説
』

大
洋
社
出
版
部
、
昭
和
9
年
1
月
20
日
発
行

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
今
昔
物
語
集
』『
日
本
霊
異
記
』
か
ら
抽
出
し
た
神
話
・
伝
承
を
口
訳
し
た
も
の
。
神
代
の
話
は
『
古
事
記
』
に

譲
り
、『
日
本
書
紀
』
は
神
武
天
皇
紀
以
下
に
み
え
る
伝
承
三
十
二
項
を
選
び
、
訳
出
。
同
じ
も
の
が
判
型
を
変
え
て
、
昭
和
10
年
9
月
30
日

に
趣
味
の
教
育
普
及
會
か
ら
も
発
売
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
関
係
は
不
明
。
な
お
、
藤
澤
氏
に
は
他
に
も
同
様
の
編
著
が
複
数
あ
る
。

■  

黒
板
勝
美
訓
読

『
古
事
記　

日
本
書
紀
崇
神
天
皇
御
紀
』
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

崇
神
天
皇
聖
徳
奉
讃
會
、
昭
和
9
年
11
月
12
日
発
行

『
古
事
記
』
崇
神
天
皇
段
と
『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
の
巻
全
文
の
訓
読
。
適
宜
、
鼇
頭
に
小
見
出
し
を
附
す
。
訓
読
は
、
前
掲
岩
波
文
庫
の

そ
れ
を
ほ
ぼ
踏
襲
。

■  

平
泉
澄き

よ
し

校
訂

『
大
日
本
文
庫　

國
史
篇　

日
本
書
紀
』

春
陽
堂
、
昭
和
9
年
12
月
25
日
発
行

新
訂
増
補
国
史
大
系
本
を
本
と
し
て
、
岩
波
文
庫
本
な
ど
を
参
考
に
『
日
本
書
紀
』
全
三
十
巻
に
つ
い
て
読
み
下
し
文
と
頭
注
を
附
し
た
も

の
。

■  

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編

『
神
典
』

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
昭
和
11
年
2
月
11
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
三
十
巻
の
ほ
ぼ
全
文
の
読
み
下
し
文
を
掲
げ
る
（
雄
略
天
皇
紀
・
武
烈
天
皇
紀
に
一
部
抄
略
あ
り

）。『
古
事
記
』『
古
語
拾
遺
』『
新
撰

姓
氏
録
』
な
ど
を
併
載
。
巻
末
に
「
神
典
索
引
」
と
し
て
同
書
所
収
の
古
典
全
部
の
周
到
な
索
引
を
附
す
。
な
お
、
昭
和
13
年
刊
行
の
大
倉
精

神
文
化
研
究
所
編
『
神
典
解
説
』
上
巻
（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
発
行

）
に
は
『
日
本
書
紀
』
の
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

■  

三
教
書
院
編
輯
部
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
い
て
ふ
本
日
本
書
紀
』
上
・
中
・
下

三
教
書
院
、
上
は
昭
和
11
年
5
月
7
日
、
中
は
昭
和
11
年
11
月
25
日
、
下
は
昭
和
12
年
6
月
17
日

『
日
本
書
紀
』
ほ
ぼ
全
巻
の
読
み
下
し
文
を
掲
げ
る
（
武
烈
天
皇
紀
に
一
部
抄
略
あ
り

）。（
上
）
は
巻
第
一
～
十
、（
中
）
は
巻
第
十
一
～
二
十
、

（
下
）
は
巻
第
二
十
一
～
三
十
を
収
録
。
和
装
本
。

■  

飯
田
季
治

『
日
本
書
紀
新
講
』
上
巻
・
中
巻
・
下
巻

明
文
社
、
三
巻
と
も
昭
和
11
年
10
月
15
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
文
の
注
釈
書
。
飯
田
武
郷
校
本
に
よ
る
本
文
・
正
訓
（
読
み
下
し
文

）・
講
（
注
釈

）
を
施
す
。
上
巻
に
は
巻
第
一
～
巻
第
三
、

中
巻
に
は
巻
第
四
～
巻
第
十
四
、
下
巻
に
は
巻
第
十
五
～
三
十
を
収
録
。

■  

植
木
直
一
郎
訳

『
現
代
語
譯
國
文
學
全
集　

第
一
巻　

古
事
記
・
日
本
書
紀
抄
』

非
凡
閣
、
昭
和
11
年
10
月
20
日
発
行

神
代
上
下
・
神
武
・
崇
神
・
垂
仁
・
景
行
・
成
務
・
仲
哀
・
神
功
・
応
神
・
仁
徳
・
欽
明
・
推
古
・
舒
明
天
皇
紀
の
抄
訳
。「
序
言
」
と
し
て

植
木
氏
に
よ
る
解
題
が
あ
る
。

■  

中な
か
や
ま山

久き
ゅ
う

四し

郎ろ
う

監
修
・
宮
下
幸
平
著
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
詳
解
日
本
書
紀
』
上
・
下

芳
文
堂
、
上
巻
は
昭
和
12
年
10
月
19
日
、
下
巻
は
昭
和
12
年
11
月
20
日
発
行

上
巻
は
神
代
巻
、
下
巻
は
神
武
・
崇
神
・
垂
仁
・
景
行
・
神
功
・
仁
徳
・
欽
明
・
推
古
の
各
天
皇
紀
の
重
要
箇
所
を
抄
出
し
、
原
文
・
読
方
・

語
釈
・
通
釈
の
順
で
掲
げ
る
。

■  

暁あ
け

烏が
ら
す

敏び
ん

『
神
武
天
皇
紀
古
事
記　

日
本
書
紀
』

香
草
舎
、
昭
和
13
年
7
月
10
日
発
行

『
古
事
記
』
中
巻
の
神
武
天
皇
段
・『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
を
読
み
下
し
た
も
の
。「
は
し
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
前
掲
『
神
典
』
に
よ
っ
た
と
あ

る
。

■  

泥ひ
じ

谷や

良り
ょ
う

次じ

郎ろ
う

編

『
原
典

列
記
日
本
神
代
傳
集
成
』

日
本
神
代
傳
集
成
刊
行
所
、
昭
和
13
年
11
月
3
日
発
行

神
代
・
神
武
天
皇
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』
の
本
文
を
標
準
と
し
、『
古
事
記
』『
古
語
拾
遺
』『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
関
係
記
事
を
掲
げ
、
さ

ら
に
関
聯
史
料
と
し
て
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
記
事
な
ど
を
附
す
。
複
数
の
先
行
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
読
み
下
し
文
の
み
掲
出
。

■  

官
幣
大
社
橿
原
神
宮
社
務
所
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
神
武
天
皇
御
紀
謹
解
』

三
秀
舎
、
昭
和
15
年
1
月
15
日
発
行

皇
紀
二
千
六
百
年
に
あ
た
り
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
、
す
な
わ
ち
神
武
天
皇
紀
の
読
み
下
し
文
・
語
釈
・
大
意
を
掲
げ
た
も
の
。
和
装
本
。

附
録
と
し
て
「
神
武
天
皇
を
奉
祀
せ
る
神
社
」、
巻
末
に
索
引
を
附
す
。
凡
例
に
「
本
書
は
内
務
省
神
社
局
考
證
竝
に
指
導
課
に
於
て
謹
纂
し

た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
左
に
掲
げ
る
内
務
省
神
社
局
編
『
神
武
天
皇
御
紀
謹
解
』
と
題
字
・
凡
例
・
奥
付
・
判
型
以
外
は
同
じ
も
の
。
和

装
本
。

■  

内
務
省
神
社
局
編

『
神
武
天
皇
御
紀
謹
解
』

内
務
省
印
刷
局
、
昭
和
15
年
5
月
18
日
発
行

皇
紀
二
千
六
百
年
に
あ
た
り
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
、
す
な
わ
ち
神
武
天
皇
紀
の
読
み
下
し
文
・
語
釈
・
大
意
を
掲
げ
た
も
の
。
附
録
と
し

て
「
神
武
天
皇
を
奉
祀
せ
る
神
社
」、
巻
末
に
索
引
を
附
す
。
前
掲
官
幣
大
社
橿
原
神
宮
社
務
所
『
神
武
天
皇
御
紀
謹
解
』
と
ほ
ぼ
同
じ
だ

が
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
判
型
は
や
や
小
さ
い
。

■  

佐
伯
有
義
校
訂
・
標
注

『
増
補
六
國
史
』
卷
壹
日
本
書
紀
上
・
卷
貮
日
本
書
紀
下

朝
日
新
聞
社
、
巻
壹
昭
和
15
年
3
月
22
日
・
巻
貮
昭
和
15
年
5
月
20
日
発
行

巻
壹
は
寛
文
版
本
を
底
本
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
校
訂
本
の
う
ち
、
巻
第
十
五
ま
で
を
収
録
。
頭
注
を
附
す
。
巻
貮
は
巻
十
六
か
ら
三
十
ま
で
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

を
収
録
。
の
ち
、
昭
和
57
年
7
月
15
日
に
名
著
普
及
会
よ
り
合
本
し
て
復
刻
。

■  

内
務
省
神
祇
院
訳

「
神
武
天
皇
御
紀　

日
本
書
紀
巻
第
三
」（
一
）
～
（
五
）

東
亞
教
育
協
會
『
興
亞
教
育
』
第
二
巻
第
七
・
八
・
九
・
十
・
十
一
号
に
連
載
、
昭
和
18
年
7
月
11
日
～
11
月
1
日
発
行

上
段
に
『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
の
読
み
下
し
文
を
掲
げ
、
下
段
に
そ
の
注
解
を
附
す
。
神
武
天
皇
紀
の
み
だ
が
、
詳
細
な
注
釈
を
施
す
。

■  

田
邊
勝
哉
著

『
日
本
書
紀
神
代
卷
新
釋
』

明
世
社
、
昭
和
18
年
6
月
28
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
上
下
に
つ
い
て
、
前
掲
敷
田
年
治
『
日
本
紀
標
註
』
全
二
十
六
巻
・
飯
田
武
郷
『
日
本
書
紀
通
釋
』・
鈴
木
重
胤
『
日

本
書
紀
傳
』
に
よ
り
つ
つ
、
田
邊
氏
自
身
が
古
写
本
そ
の
他
に
よ
っ
て
校
合
を
加
え
た
原
文
を
掲
げ
、
つ
い
で
訓
読
・
校
異
・
釈
義
の
順
で
排

列
す
る
。

■  

平
林
治
徳
・
沼
津
龍
雄
・
島
津
久
基
・
宮
崎
晴
美
共
編

『
國
典
大
綱　

神
典
篇
』

明
治
書
院
、
昭
和
18
年
10
月
30
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
・
神
武
天
皇
紀
を
適
宜
読
み
下
し
た
も
の
。
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

■  
武
田
祐
吉
校
注

『
日
本
古
典
全
書　

日
本
書
紀
』
全
六
巻

朝
日
新
聞
社
、
一
は
昭
和
23
年
1
月
30
日
、
二
は
昭
和
28
年
6
月
20
日
、
三
は
昭
和
29
年
10
月
20
日
、
四
は
昭
和
30
年
12
月
30
日
、
五
は
昭
和

31
年
12
月
10
日
、
六
は
昭
和
32
年
6
月
30
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
巻
に
つ
い
て
、
北
野
神
社
本
を
底
本
（
缺
本
に
つ
い
て
は
彰
考
館
本
な
ど
を
採
用

）
と
し
た
原
文
と
そ
の
校
異
・
読
み
下
し
文
・
頭

注
を
附
し
た
も
の
。
六
分
冊
か
ら
な
り
、
一
は
巻
第
一
・
二
、
二
は
巻
第
三
～
九
、
三
は
巻
第
十
～
十
六
、
四
は
巻
第
十
七
～
二
十
三
、
五
は

巻
第
二
十
四
～
二
十
七
、
六
は
巻
第
二
十
八
～
三
十
を
収
録
。

■  

國
史
大
系
編
修
會
編

『
新
訂

増
補
國
史
大
系　

日
本
書
紀
』
前
篇
・
後
篇

吉
川
弘
文
館
、
前
篇
は
昭
和
26
年
9
月
1
日
、
後
篇
は
昭
和
27
年
12
月
25
日
発
行

寛
文
版
本
を
底
本
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
全
文
の
校
訂
本
。
前
篇
は
巻
第
一
～
十
五
、
後
篇
は
巻
十
六
～
三
十
ま
で
を
収
録
。
の
ち
に
完
成
記

念
版
（
前
篇
は
昭
和
41
年
12
月
30
日
、
後
篇
は
昭
和
42
年
2
月
28
日
刊
行

）、
つ
い
で
新
装
版
（
前
篇
は
前
篇
平
成
12
年
4
月
20
日
、
後
篇
は
平
成
12
年
8
月
20
日
刊
行

）
が

出
版
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
国
史
大
系
書
目
解
題
』
下
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
13
年
11
月
1
日

）
掲
載
の
「
新
訂

増
補
国
史
大
系
校
訂
分
担
者
一
覧
」
に

よ
れ
ば
、
前
篇
・
後
篇
の
校
訂
者
は
と
も
に
丸
山
二
郎
・
土
井
弘
・
井
上
薫
の
三
氏
。

■  

佐
佐
木
信
綱
・
久
松
潜
一
・
竹
田
復さ

か
え

監
修
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
日
本
書
紀
』（
上
）（
中
）（
下
）

い
て
ふ
本
刊
行
會
、（
上
）
は
昭
和
28
年
9
月
10
日
、（
中
）
は
昭
和
28
年
9
月
20
日
、（
下
）
は
昭
和
28
年
9
月
10
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
ほ
ぼ
全
巻
の
読
み
下
し
文
を
掲
げ
る
（
武
烈
天
皇
紀
に
一
部
抄
略
あ
り

）。（
上
）
は
巻
第
一
～
十
、（
中
）
は
巻
第
十
一
～
二
十
、

（
下
）
は
巻
第
二
十
一
～
三
十
を
収
録
。
前
掲
『
い
て
ふ
本
日
本
書
紀
』
上
・
中
・
下
の
洋
装
復
刊
。
巻
頭
の
「
い
て
ふ
本
刊
行
の
言
葉
」
に

よ
れ
ば
「
い
て
ふ
本
を
土
臺
と
し
て
」「
厳
密
な
る
補
校
を
加
へ
」
た
と
あ
る
が
、
顕
著
な
内
容
の
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

■  

三
品
彰
英
著

『
日
本
書
紀
朝
鮮
関
係
記
事
考
證
』
上
巻
・
下
巻

上
巻
は
昭
和
37
年
11
月
10
日
に
吉
川
弘
文
館
よ
り
発
行
、
下
巻
は
上
巻
の
第
二
版
第
一
刷
と
と
も
に
天
山
舎
よ
り
平
成
14
年
12
月
19
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
の
朝
鮮
関
係
記
事
の
原
文
と
校
異
を
前
掲
國
史
大
系
編
修
會
編
『
新
訂

増
補
國
史
大
系　

日
本
書
紀
』
前
篇
・
後
篇
に
よ
り
掲
げ
、

詳
細
な
注
釈
を
施
し
た
も
の
。
上
巻
は
崇
神
天
皇
紀
か
ら
応
神
天
皇
紀
ま
で
、
下
巻
は
仁
徳
天
皇
紀
か
ら
欽
明
天
皇
紀
ま
で
を
扱
う
。
下
巻
の

原
稿
は
昭
和
46
年
8
月
に
出
来
て
い
た
よ
う
だ
が
、
諸
般
の
事
情
で
下
巻
は
吉
川
弘
文
館
か
ら
は
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
天

山
舎
版
の
上
巻
で
は
吉
川
弘
文
館
版
に
あ
っ
た
「
三
品
彰
英
略
年
譜
」「
三
品
彰
英
先
生
著
作
目
録
」
が
省
か
れ
て
い
る
。

■  

丸ま
る
や
ま山

林り
ん

平ぺ
い

編

『
定
本
日
本
書
紀
』
上
巻
、
中
巻
、
下
巻
、
辞
典
・
索
引

講
談
社
、
4
巻
と
も
昭
和
41
年
6
月
30
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
文
の
原
文
（
底
本
は
寛
文
版
本

）
と
そ
の
校
異
・
読
み
下
し
文
を
掲
げ
た
も
の
。
と
く
に
校
異
に
つ
い
て
は
各
巻
の
巻
末
に
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

「
別
記
」
と
し
て
詳
細
な
諸
本
の
異
同
を
掲
載
す
る
。
上
巻
は
巻
第
一
～
九
、
中
巻
は
巻
第
十
～
二
十
一
、
下
巻
は
巻
第
二
十
二
～
三
十
を
収

録
。
辞
典
・
索
引
の
巻
は
、
主
要
用
語
を
五
十
音
順
に
排
列
し
た
も
の
で
、
索
引
と
用
語
解
を
兼
ね
る
。
本
編
は
各
巻
五
百
頁
を
超
え
る
大

冊
。

■  

坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋す

す
む

校
注

『
日
本
古
典
文
学
大
系
67
・
68　

日
本
書
紀
』
上
・
下

岩
波
書
店
、
上
昭
和
42
年
3
月
31
日
・
下
昭
和
40
年
7
月
5
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
文
の
原
文
と
そ
の
校
異
・
読
み
下
し
文
・
注
釈
。
上
に
は
巻
第
一
～
十
五
、
下
に
は
巻
第
十
六
～
三
十
を
収
録
。
上
巻
に
は

詳
細
な
解
説
が
あ
る
。
の
ち
に
五
分
冊
に
再
構
成
し
て
岩
波
文
庫
に
収
録
。

■  

井
上
光
貞
責
任
編
集
、
川か

わ
ぞ
え副

武た
け

胤た
ね

・
佐
伯
有
清
・
笹
山
晴
生
訳

『
日
本
の
名
著
１　

日
本
書
紀
』

中
央
公
論
社
、
昭
和
45
年
12
月
20
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
三
十
巻
の
現
代
語
訳
（
巻
第
四
・
十
五
～
二
十
一
・
巻
第
二
十
六
・
巻
第
三
十
は
省
略

）
と
補
注
か
ら
な
る
。
井
上
光
貞
「『
日
本
書
紀
』

の
成
立
と
解
釈
の
歴
史
」「『
日
本
書
紀
』
年
表
」
を
附
す
。

■  

田
中
卓

た
か
し

「
神
功
皇
后
を
中
心
と
し
た
日
本
紀
・
古
事
記
の
編
年
対
照
史
料
」
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

神
功
皇
后
論
文
集
刊
行
会
編
『
神
功
皇
后
』（
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
昭
和
47
年
5
月
発
行

）
所
収

仲
哀
天
皇
（
一
部

）・
神
功
皇
后
・
応
神
天
皇
（
一
部

）
に
み
え
る
神
功
皇
后
関
係
の
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
記
事
を
上
下
対
照
に
排
列
し

た
も
の
。
底
本
は
前
掲
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
67　

日
本
書
紀
』
上
。
の
ち
『
田
中
卓
著

作
集　

第
十
巻　

古
典
籍
と
史
料
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
５
年
８
月
30
日

）
に
再
録
。

■  

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編

『
校
本
日
本
書
紀
』
一
～
四

角
川
書
店
、
一
は
昭
和
48
年
2
月
、
二
は
昭
和
50
年
12
月
20
日
、
三
は
平
成
元
年
4
月
10
日
、
四
は
平
成
7
年
5
月
31
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
校
訂
本
。
寛
文
板
本
を
底
本
と
し
て
、
諸
本
に
よ
っ
て
対
校
を
加
え
、
そ
の
校
異
を
詳
細
に
掲
出
し
た
も
の
。

■  

福
永
武
彦
訳

『
日
本
古
典
文
庫
１　

古
事
記
・
日
本
書
紀
』

河
出
書
房
新
社
、
昭
和
51
年
2
月
25
日
発
行

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
抄
訳
。『
日
本
書
紀
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
國
文
六
國
史
』
や
『
日
本
古
典
全
書　

日
本
書
紀
』
を
テ
キ
ス
ト

と
し
て
口
訳
し
た
も
の
。
歌
謡
に
つ
い
て
は
べ
つ
に
「
歌
謡
略
注
」
が
あ
り
、
巻
末
に
「
解
説
」
を
附
す
。
の
ち
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書

紀
』
を
別
々
に
河
出
文
庫
に
収
録
。

■  

直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
岡
田
精
司
編
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
鑑
賞　

日
本
古
典
文
学
第
二
巻　

日
本
書
紀
・
風
土
記
』

角
川
書
店
、
昭
和
52
年
5
月
10
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
の
読
み
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
、「
本
文
鑑
賞
」
と
し
て
読
み
下
し
文
・
注
・
口
訳
・
解
説
を
施
す
。
全
文
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
各

巻
か
ら
あ
ま
ね
く
抜
粋
し
て
い
る
。
巻
頭
に
「
総
説
」
と
し
て
直
木
孝
次
郎
氏
に
よ
る
解
説
が
あ
る
ほ
か
、
巻
末
に
小
島
憲
之
「『
日
本
書
紀

の
「
ヨ
ミ
」
に
関
し
て
」
な
ど
論
考
数
篇
を
掲
載
。

■  

中
村
啓
信
・
菅
野
雅
雄
編

『
日
本
神
話
』

桜
楓
社
、
昭
和
53
年
3
月
20
日
発
行

『
古
事
記
』
上
巻
の
読
み
下
し
文
と
そ
の
も
と
に
な
る
原
文
（
真
福
寺
本

）
を
掲
げ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
『
日
本
書
紀
』
の
記
事
も
併
載
す
る

が
、
部
分
的
な
引
用
・
掲
出
に
留
ま
る
（
一
部
は
「
付
録
」
と
し
て
別
掲

）。
頭
注
の
ほ
か
、「
解
説
」「
日
本
神
話
参
考
論
文
解
説
」「
神
名
索
引
」

あ
り
。

■  

築
島
裕
・
石
塚
晴
通
著

『
東
洋
文
庫
蔵
岩
崎
本
日
本
書
紀　

本
文
と
索
引
』

貴
重
本
刊
行
会
、
昭
和
53
年
11
月
20
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
二
・
二
十
四
の
古
写
本
で
あ
る
岩
崎
本
に
つ
い
て
、
訓
点
を
ふ
く
む
本
文
を
忠
実
に
飜
刻
し
た
も
の
。
周
到
な
索
引
を

附
す
。
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

■  
原
田
敏
明
編

『
古
事
記
と
日
本
書
紀
と
の
比
較
』

大
和
書
房
、
昭
和
53
年
11
月
28
日
発
行

同
書
前
編
の
原
田
敏
明
・
池
山
聰
助
共
編
「
紀
記
対
照
表
」
は
、
前
掲
國
史
大
系
編
修
會
編
『
新
訂

増
補
國
史
大
系　

日
本
書
紀
』
前
篇
と
同
じ
く

新
訂

増
補
國
史
大
系
本
の
『
古
事
記
』
に
よ
り
、『
日
本
書
紀
』
正
文
を
二
十
七
節
に
わ
け
、
そ
れ
に
対
応
す
る
一
書
と
『
古
事
記
』
の
原
文
を
対
照

で
き
る
よ
う
に
下
段
に
排
列
し
た
も
の
。
後
編
に
は
、
関
聯
す
る
原
田
・
池
山
・
望
月
一
憲
・
西に

し
か
わ川

順ま
さ
た
み土

諸
氏
の
研
究
論
文
を
収
録
。

■  

石
塚
晴
通

『
圖
書
寮
本
日
本
書
紀　

本
文
篇
』

美
季
出
版
社
、
昭
和
55
年
3
月
31
日
発
行

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
『
日
本
書
紀
』
を
で
き
る
か
ぎ
り
原
本
に
忠
実
に
飜
刻
し
た
も
の
。
巻
第
十
二
・
巻
第
十
四
・
巻
第
十
五
・
巻
第
二
十

一
～
二
十
四
と
巻
第
十
と
巻
第
二
（
排
列
順

）
を
収
録
。
ほ
か
に
、『
圖
書
寮
本
日
本
書
紀　

索
引
篇
』（
美
季
出
版
社
、
昭
和
56
年
2
月
28
日

）・『
圖

書
寮
本
日
本
書
紀　

本
文
篇
』（
美
季
出
版
社
、
昭
和
59
年
2
月
25
日

）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
圖
書
寮
本
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に

八
木
書
店
か
ら
宮
内
庁
書
陵
部
本
影
印
集
成
『
日
本
書
紀
』
1
～
４
（
平
成
17
年
12
月
15
日
～
同
18
年
9
月
30
日

）
と
し
て
写
真
版
が
出
版
さ
れ
て
い

る
。

■  

浜
田
清
次
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
壬
申
紀
私
注
』
上
巻
・
下
巻

桜
楓
社
、
上
巻
昭
和
56
年
11
月
10
日
、
下
巻
昭
和
58
年
5
月
25
日
発
行

天
武
天
皇
紀
上
に
つ
い
て
、
読
み
下
し
文
と
そ
の
解
説
を
施
し
た
も
の
。

■  

田
中
卓

「
日
本
紀
の
天
武
天
皇
元
年
紀
の
“
改
訂
本
”」

『
田
中
卓
著
作
集　

第
五
巻　

壬
申
の
乱
と
そ
の
前
後
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
60
年
9
月
15
日
発
行

）
所
収

壬
申
の
乱
研
究
の
基
本
史
料
で
あ
る
巻
第
二
十
八
を
読
み
や
す
く
「
改
訂
」
し
た
も
の
。
底
本
は
、
前
掲
佐
伯
有
義
校
訂
・
標
注
『
増
補
六
國

史
』
卷
貮
日
本
書
紀
下
・
國
史
大
系
編
修
會
編
『
新
訂

増
補
國
史
大
系　

日
本
書
紀
』
後
篇
・
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注

『
日
本
古
典
文
学
大
系
68　

日
本
書
紀
』
下
に
よ
っ
て
い
る
。

■  

宇う

じ治
谷た

に

孟
つ
と
む

『
全
訳
―
現
代
文　

日
本
書
紀
』
上
巻
・
下
巻

創
芸
出
版
、
上
巻
は
昭
和
61
年
１
月
１
日
、
下
巻
は
昭
和
61
年
3
月
1
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
文
の
現
代
語
訳
。
原
文
は
な
し
。
の
ち
改
訂
し
て
講
談
社
学
術
文
庫
に
収
録
。

■  

井
上
光
貞
監
訳

『
日
本
書
紀
』
上
・
下
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ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

中
央
公
論
社
、
上
巻
昭
和
62
年
3
月
25
日
・
下
巻
昭
和
62
年
11
月
20
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
巻
の
現
代
語
訳
。
総
説
・
注
・
校
訂
本
と
詳
細
な
校
異
を
附
す
。
上
巻
に
は
巻
第
一
～
十
六
、
下
巻
に
は
巻
第
十
七
～
三
十

を
収
録
。
上
巻
の
現
代
語
訳
は
川
副
武
胤
・
佐
伯
有
清
両
氏
、
下
巻
の
そ
れ
は
笹
山
晴
生
氏
の
担
当
、
原
文
は
林
勉
氏
が
担
当
。
の
ち
現
代
語

訳
の
み
三
分
冊
で
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
に
収
録
。

■  

眞ま

殿ど
の

皎こ
う

訳

『
日
本
書
紀
』
上

入
木
山
房
、
昭
和
62
年
6
月
10
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
～
九
ま
で
の
現
代
語
訳
。
原
文
は
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。
凡
例
等
が
な
く
、
底
本
も
不
明
。
下
巻
は
未
刊
。

■  

宇
治
谷
孟

『
全
現
代
語
訳
日
本
書
紀
』（
上
）（
下
）

講
談
社
、（
上
）
は
昭
和
63
年
6
月
6
日
、（
下
）
は
昭
和
63
年
8
月
4
日
発
行

前
掲
『
全
訳
―
現
代
文　

日
本
書
紀
』
上
巻
・
下
巻
を
改
訂
し
て
文
庫
化
し
た
も
の
。

■  

山
田
宗
睦
訳

『
原
本
現
代
訳　

日
本
書
紀
』（
上
）（
中
）（
下
）

教
育
社
（
の
ち
ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス
社
）、
平
成
4
年
3
月
10
日
発
行
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
日
本
書
紀
』
全
文
の
現
代
語
訳
。（
上
）
は
巻
第
一
～
十
、（
中
）
は
巻
十
一
～
二
十
二
、（
下
）
は
巻
二
十
三
～
三
十
の
現
代
語
訳
を
収
録
。

各
頁
下
に
簡
単
な
注
を
附
す
。

■  

小
島
憲
之
・
西
宮
一
民
・
毛
利
正
守
・
直
木
孝
次
郎
・
蔵
中
進
校
注
・
訳

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

日
本
書
紀
』
①
～
③

小
学
館
、
①
は
平
成
6
年
4
月
10
日
、
②
は
平
成
8
年
10
月
10
日
、
③
は
平
成
10
年
6
月
20
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
巻
の
原
文
・
現
代
語
訳
・
注
・
読
み
下
し
文
・
校
訂
付
記
を
掲
載
す
る
。
上
巻
の
巻
末
に
は
、
詳
細
な
解
説
と
参
考
文
献
・

日
本
書
紀
年
表
が
あ
り
、
各
巻
に
は
「
神
名
・
人
名
・
地
名
索
引
」
も
附
す
。

■  

坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注

『
日
本
書
紀
』
全
5
巻

岩
波
書
店
、（
一
）
は
平
成
6
年
9
月
17
日
、（
二
）
は
平
成
6
年
10
月
17
日
、（
三
）
は
平
成
6
年
12
月
16
日
、（
四
）
は
平
成
7
年
2
月
16

日
、（
五
）
は
平
成
7
年
3
月
16
日
発
行

前
掲
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
67
・ 

68　

日
本
書
紀
』
上
・
下
を
五
分
冊
で
文
庫
化
し
た
も

の
。
第
一
冊
に
は
巻
第
一
～
五
、
第
二
冊
に
は
巻
第
六
～
十
三
、
第
三
冊
に
は
巻
第
十
四
～
十
九
、
第
四
冊
に
は
巻
第
二
十
～
二
十
六
、
第
五

冊
に
は
巻
第
二
十
七
～
三
十
を
収
録
。

■  

三
橋
健
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
神
典
日
本
書
紀
』

い
け
が
や
書
房
、
平
成
8
年
4
月
1
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
の
う
ち
、
神
道
に
か
か
わ
り
の
深
い
箇
所
を
抜
萃
し
、
そ
の
読
み
下
し
文
を
前
掲
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野

晋
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
67
・ 

68　

日
本
書
紀
』
上
・
下
に
よ
っ
て
掲
げ
た
も
の
。
原
文
は
な
し
。「
本
文
篇
」
に
つ
づ
き
、「
解
説
篇
」

と
し
て
「
神
典
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』」、「
年
表
篇
」
と
し
て
「『
日
本
書
紀
』
神
道
関
係
年
表
」
を
併
載
。

■  

山
田
宗
睦
著

『
日
本
書
紀
史
注
』
巻
第
一
～
巻
第
四
（
既
刊
四
冊

）

風
人
社 

、
平
成
9
年
2
月
15
日
～
同
11
年
2
月
15
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
各
巻
の
注
釈
書
。
前
掲
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
67
・
68　

日
本
書
紀
』

上
・
下
に
も
と
づ
く
原
文
を
掲
げ
、
つ
い
で
試
訓
・
注
釈
を
掲
げ
る
。
第
1
巻
が
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
、
第
2
巻
が
巻
第
二
、
第
3
巻
が
巻

第
三
、
第
4
巻
が
巻
第
四
で
、
全
三
十
巻
の
予
定
だ
が
未
完
。

■  

角か
く

林ば
や
し

文
雄
著

『『
日
本
書
紀
』
神か

み
よ
の
ま
き

代
巻
全
注
釈
』

塙
書
房
、
平
成
11
年
3
月
17
日
発
行

兼
方
本
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を
底
本
と
し
、
現
代
語
訳
・
原
文
・
注
釈
・
考
察
の
順
で
解
釈
を
施
す
。
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

■  

井
上
光
貞
監
訳
、
川
副
武
胤
・
佐
伯
有
清
・
笹
山
晴
生
訳

『
日
本
書
紀
』
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

中
央
公
論
社
、
Ⅰ
は
平
成
15
年
8
月
10
日
、
Ⅱ
は
平
成
5
年
9
月
10
日
、
Ⅲ
は
平
成
15
年
10
月
10
日
発
行

前
掲
井
上
光
貞
監
訳
『
日
本
書
紀
』
上
・
下
か
ら
現
代
語
訳
の
み
を
抽
出
し
た
も
の
。
Ⅰ
は
巻
第
一
～
九
（
川
副
武
胤
・
佐
伯
有
清
訳

）、
Ⅱ
は
巻

第
十
～
二
十
一
（
佐
伯
有
清
・
笹
山
晴
生
訳

）、
Ⅲ
は
巻
第
二
十
二
～
三
十
（
笹
山
晴
生
訳

）
の
現
代
語
訳
を
そ
れ
ぞ
れ
収
録
。
新
た
に
各
巻
に
「
解

題
」
を
附
す
。

■  

福
永
武
彦
訳

『
現
代
語
訳　

日
本
書
紀
』

河
出
書
房
新
社
、
平
成
17
年
10
月
5
日
発
行

前
掲
『
日
本
古
典
文
庫
１　

古
事
記
・
日
本
書
紀
』
の
『
日
本
書
紀
』
の
部
分
を
抜
粋
し
、
文
庫
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
。

■  

小
島
憲
之
・
西
宮
一
民
・
毛
利
正
守
・
直
木
孝
次
郎
・
蔵
中
進
訳

『
日
本
の
古
典
を
読
む
２
・
３　

日
本
書
紀
』
上
・
下

小
学
館
、
と
も
に
平
成
19
年
9
月
25
日
発
行

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
日
本
書
紀
』
①
～
③
の
現
代
語
訳
部
分
を
抄
出
し
た
も
の
。
原
文
は
な
い
。

■  

宮
澤
豊と

よ

穂ほ
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
日
本
書
紀　

全
訳
』

ほ
お
ず
き
書
籍　

平
成
21
年
9
月
10
日
発
行

前
掲
國
史
大
系
編
修
會
編
『
新
訂

増
補
國
史
大
系　

日
本
書
紀
』
前
篇
・
後
篇
を
底
本
と
し
た
『
日
本
書
紀
』
全
巻
の
現
代
語
訳
。
適
宜
小
見
出
し

を
附
す
。
ア
マ
ゾ
ン
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社
か
らK

indle

（
電
子
書
籍

）
版
も
公
開
。

■  

皇
學
館
大
学
記
紀
研
究
会
・
富
山
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
教
学
部
会
共
編

『
日
本
書
紀
〈
神
代
巻
〉
を
読
む 

―
富
山
に
祀
ら
れ
る
神
々
―
』

皇
學
館
大
学
記
紀
研
究
会
・
富
山
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
教
学
部
会
、
平
成
21
年
8
月
20
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
・
二
と
『
古
事
記
』
上
巻
に
つ
い
て
、
現
代
語
訳
と
注
釈
を
施
し
た
も
の
。
現
代
語
訳
の
み
で
原
文
は
な
し
。
非
売

品
。

■  

菅す
が

野の

雅
雄
訳

『
現
代
語
訳 

日
本
書
紀
【
抄
訳
】』

K
A
D
O
K
A
W

A
/

中
経
出
版
、
平
成
26
年
9
月
8
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
全
巻
の
抄
訳
。
前
掲
坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
67
・
68　

日
本
書
紀
』
上
・

下
の
読
み
下
し
文
を
も
と
に
各
巻
の
読
み
ど
こ
ろ
を
現
代
語
訳
で
示
し
、
注
を
附
し
た
も
の
。
巻
頭
に
菅
野
氏
に
よ
る
「
日
本
古
代
史
と
『
日

本
書
紀
』
の
成
立
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

■  

相
原
清
次

『
解
析 

『
日
本
書
紀
』　 

図
版
と
口
語
訳
に
よ
る
『
書
紀
』
へ
の
招
待
』

彩
流
社
、
平
成
29
年
7
月
3
日
発
行

第
Ⅰ
部
「『
日
本
書
紀
』
の
書
物
と
し
て
の
創
ら
れ
方
」
と
第
Ⅱ
部
「『
日
本
書
紀
』　

口
語
訳
と
注
解
」
と
か
ら
な
り
、
第
Ⅱ
部
に
『
日
本
書

紀
』
の
口
訳
と
注
解
を
収
め
る
。
た
だ
し
、
巻
第
三
以
降
に
一
部
省
略
が
あ
り
、
ま
た
、
歌
謡
の
口
訳
は
省
略
さ
れ
る
。

〔
附
記
〕

櫻
園
書
院
刊
行
の
『
日
本
紀
神
代
巻
』
上
・
下
全
二
冊
（
二
円
四
十
銭

）
は
明
治
の
こ
ろ
の
出
版
だ
が
、
刊
記
が
な
い
の
で
、
便
宜
上
こ
こ
に
参

考
と
し
て
書
名
を
あ
げ
る
に
留
め
る
。

【
歌
謡
の
注
釈
】

■  

佐
佐
木
信
綱
著

『
日
本
歌
選　

上
古
之
巻
』

博
文
館
、
明
治
42
年
3
月
8
日
発
行

「
上
古
の
歌
謡
」
に
「
古
事
記
日
本
紀
所
載
」
と
し
て
、
記
紀
歌
謡
の
読
み
下
し
を
上
段
に
『
古
事
記
』、
下
段
に
『
日
本
書
紀
』
を
対
比
・

排
列
。
巻
末
に
「
上
世
歌
謡
の
概
観
一
」
と
し
て
解
題
を
附
す
。

■  

野
村
八は

ち

良ろ
う

校
訂
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

『
有
朋
堂
文
庫　

古
代
歌
謡
集
』

有
朋
堂
書
店
、
大
正
7
年
7
月
4
日
発
行

神
楽
歌
・
催
馬
楽
な
ど
と
と
も
に
、
林
諸
鳥
『
紀
記
歌
集
』（
天
明
8
年
刊

）
を
採
用
し
、
あ
わ
せ
て
先
行
研
究
に
よ
っ
て
頭
注
を
施
す
。

■  

太
田
水
穗
著

『
紀
記
歌
集
講
義　

附
録
上
代
歌
謡
解
』

洛
陽
堂
、
大
正
11
年
9
月
10
日
発
行

記
紀
の
歌
謡
を
時
代
順
に
排
列
し
、
原
文
・
読
み
下
し
・
注
解
を
施
す
。「
附
録
」
は
、『
続
日
本
紀
』『
日
本
後
紀
』
な
ど
、
記
紀
以
外
の
古

代
歌
謡
の
注
解
。
大
正
15
年
2
月
12
日
に
共
立
社
よ
り
再
刊
。

■  

植
松
安や

す
し

著

『
記
紀
の
歌
の
新
釋
』

大
同
館
書
店
、
大
正
12
年
3
月
10
日
発
行

記
紀
の
歌
謡
に
つ
い
て
、
頭
注
の
形
で
原
文
を
掲
げ
、
本
文
で
読
み
下
し
・
語
釈
・
大
意
・
評
言
を
掲
げ
る
。

■  

武
田
祐
吉
編

『
續
萬
葉
集
』

古
今
書
院
、
大
正
15
年
5
月
14
日
発
行
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『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

記
紀
の
歌
謡
を
雑
歌
・
相
聞
・
挽
歌
な
ど
に
分
類
し
、
時
代
順
に
排
列
。
原
文
・
読
み
下
し
・
訳
を
掲
げ
る
。
巻
末
に
「
書
物
別
歌
謡
索
引
」

「
作
者
別
歌
謡
索
引
」「
歌
謡
初
句
索
引
」
を
附
す
。

■  

兒
山
信
一
著

『
水
甕
歌
書
叢
刊
第
十
二
篇　

上
代
歌
謡
集
』

水
甕
社
、
昭
和
4
年
8
月
1
日
発
行

『
萬
葉
集
』
以
外
の
古
代
歌
謡
を
集
成
。
上
段
に
読
み
下
し
、
下
段
に
原
文
を
掲
げ
る
。

■  

遠
藤
佐
市
郎
・
藤
田
徳
太
郎
編

『
上
代
歌
文
新
抄
』

中
興
館
、
昭
和
4
年
11
月
9
日
発
行

第
一
篇
「
歌
謡
」
で
萬
葉
歌
と
と
も
に
、『
日
本
書
紀
』
歌
謡
を
原
文
で
引
き
、
訓
み
を
附
す
。

■  

國
民
圖
書
會
社
編
輯

『
校
註
國
歌
大
系
第
一
巻　

古
歌
謡
集
』

國
民
圖
書
會
社
、
昭
和
6
年
3
月
23
日
発
行

林
諸
鳥
『
紀
記
歌
集
』（
天
明
8
年
刊

）
を
収
録
し
、
頭
注
を
附
す
。
本
巻
の
担
当
は
佐
伯
常
麿
。
昭
和
10
年
7
月
15
日
に
誠
文
堂
新
光
社
よ
り

普
及
版
が
、
昭
和
51
年
10
月
10
日
に
は
講
談
社
よ
り
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
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■  
編
輯
兼
発
行
人
山
本
三
生

『
短
歌
講
座　

第
五
巻　

撰
集
講
義
篇
』

改
造
社
、
昭
和
7
年
2
月
20
日
発
行

森
本
吉
治
「
記
紀
歌
集
講
義
」
を
収
録
。
記
紀
歌
謡
に
つ
い
て
の
総
説
、
数
首
の
歌
謡
に
つ
い
て
読
み
下
し
・
歌
意
・
語
釈
・
餘
釈
を
掲
げ

る
。

■  

松
岡
静
雄
著

『
紀
記
論
究
外
篇　

古
代
歌
謡
』
上
巻
・
下
巻

同
文
館
、
昭
和
7
年
9
月
20
日
発
行

記
紀
歌
謡
の
原
文
・
読
み
下
し
・
用
語
解
・
大
意
を
掲
げ
る
。
の
ち
昭
和
61
年
2
月
10
日
に
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
よ
り
復
刻
版
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
。

■  

次
田
潤
編

『
上
代
文
學
選
集
』

明
治
書
院
、
昭
和
7
年
12
月
5
日
発
行

主
要
な
記
紀
歌
謡
の
読
み
下
し
と
か
ん
た
ん
な
頭
注
を
掲
げ
る
。
べ
つ
に
『
日
本
書
紀
』
本
文
に
つ
い
て
も
一
部
掲
載
。「
緒
言
」
に
よ
れ

ば
、
歌
謡
は
前
掲
佐
佐
木
信
綱
『
日
本
歌
選　

上
古
之
巻
』
に
よ
り
、
本
文
に
つ
い
て
は
前
掲
佐
伯
有
義
校
訂
の
『
六
國
史
』
を
基
と
し
た
と
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あ
る
。
昭
和
16
年
2
月
5
日
に
修
正
十
七
版
刊
行
。

■  

武
田
祐
吉
校
註

『
記
紀
歌
謡
集
』

岩
波
書
店
、
昭
和
8
年
10
月
30
日
発
行

岩
波
文
庫
の
一
冊
。
記
紀
歌
謡
に
つ
い
て
、
原
文
・
読
み
下
し
と
か
ん
た
ん
な
脚
注
を
掲
げ
る
。
初
句
索
引
・
作
者
索
引
を
附
す
。

■  

森
敬
三
著

『
上
代
名
歌
評
釈
』

大
倉
廣
文
堂
、
昭
和
10
年
7
月
15
日
発
行

「
古
事
記
の
名
歌
」「
日
本
書
紀
の
名
歌
」「
萬
葉
集
の
名
歌
」
の
順
で
、
読
み
下
し
・
原
文
・
語
釈
・
歌
意
・
評
を
掲
げ
る
。

■  

窪
田
空
穂
校
閲
・
谷
馨
著

『
歴
代
名
歌
評
釋　

記
紀
・
萬
葉
篇
』

交
蘭
社
、
昭
和
11
年
12
月
13
日
発
行

第
一
篇
「
記
紀
歌
謡
」
を
「
一
、
記
紀
歌
謡
概
説
」「
二
、
記
紀
歌
謡
評
釈
」
に
分
け
、
後
者
で
は
読
み
下
し
・
評
釈
・
口
訳
・
評
言
を
記
す
。

■  

相
磯
貞
三
著
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『
記
紀
解
釈
新
解
』

厚
生
閣
、
昭
和
14
年
4
月
20
日
発
行

記
紀
歌
謡
の
原
文
・
読
み
下
し
・
題
意
・
口
訳
・
語
釈
・
考
説
を
収
め
る
。
巻
末
に
「
記
紀
歌
謡
初
句
索
引
」「
記
紀
歌
謡
作
者
索
引
」
を
附

す
。

■  

中
村
富
次
郎
著

『
古
事
記
日
本
書
紀
の
歌
』

月
明
會
出
版
部
、
昭
和
17
年
6
月
15
日
発
行

古
事
記
の
部
・
日
本
書
紀
の
部
に
分
け
て
、
さ
ら
に
神
代
に
始
ま
り
、
歴
代
天
皇
朝
ご
と
に
歌
謡
の
原
文
・
読
み
下
し
・
注
釈
を
掲
げ
る
。

■  

平
林
治
徳
・
沼
津
龍
雄
・
島
津
久
基
・
宮
崎
晴
美
共
編

『
國
典
大
綱　

和
歌
篇
』

明
治
書
院
、
昭
和
17
年
7
月
27
日
発
行

第
一
篇
「
御
歴
代
御
製
並
び
に
皇
后
の
御
歌
」・
第
二
篇
「
上
代
の
和
歌
」
に
お
い
て
、『
日
本
書
紀
』
な
ど
が
記
す
歌
謡
の
お
も
な
も
の
を
適

宜
読
み
下
す
。

■  

佐
佐
木
信
綱
著

『
上
代
歌
謡
の
研
究
』
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人
文
書
院
、
昭
和
21
年
10
月
1
日
発
行

と
く
に
断
り
は
な
い
が
、
前
掲
『
日
本
歌
選　

上
古
之
巻
』
の
改
訂
版
と
み
ら
れ
る
。「
上
代
の
歌
謡
」
に
「
古
事
記
日
本
紀
所
載
」
と
し
て
、

記
紀
歌
謡
の
読
み
下
し
を
上
段
に
『
古
事
記
』、
下
段
に
『
日
本
書
紀
』
を
対
比
・
排
列
。
巻
末
に
「
上
世
歌
謡
の
概
観
」
と
し
て
解
題
を
附

す
。

■  

賀か

こ古
明あ

き
ら

編
纂

『
日
本
文
學
新
集 

古
代
歌
謡
篇
』

互
陽
堂
、
昭
和
31
年
4
月
20
日
発
行

記
紀
歌
謡
・
古
代
歌
謡
拾
遺
・
万
葉
集
に
分
類
し
、
歌
謡
の
読
み
下
し
を
掲
げ
、
頭
注
を
附
す
。

■  

武
田
祐
吉
著

『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』

明
治
書
院
、
昭
和
31
年
5
月
20
日
発
行

記
紀
歌
謡
の
原
文
と
校
異
・
読
み
下
し
・
訳
・
釈
・
評
を
収
め
る
。

■  

土
橋
寛
・
小
西
甚
一
校
注

『
日
本
古
典
文
学
大
系
３　

古
代
歌
謡
集
』

岩
波
書
店
、
昭
和
32
年
7
月
5
日
発
行
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『
日
本
書
紀
』
の
歌
謡
に
つ
い
て
、
原
文
・
読
み
下
し
文
・
頭
注
を
附
す
。
古
事
記
歌
謡
・
続
日
本
紀
歌
謡
・
風
土
記
歌
謡
・
仏
足
石
歌
と
と

も
に
収
録
。
日
本
書
紀
歌
謡
は
土
橋
氏
の
担
当
。

■  

武
田
祐
吉
編

『
日
本
古
典
鑑
賞
講
座　

第
二
巻　

古
事
記
・
風
土
記
・
記
紀
歌
謡
』

角
川
書
店
、
昭
和
32
年
8
月
10
日
発
行

記
紀
歌
謡
の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
読
み
下
し
・
口
訳
・
解
説
を
施
し
た
も
の
。『
古
事
記
』・
風
土
記
と
併
載
。
記
紀
歌
謡
の
担
当
は
武
田

氏
。

■  

石
川
淳
・
倉
野
憲
司
・
福
永
武
彦
訳

『
古
典
日
本
文
学
全
集
１　

古
事
記　

日
本
霊
異
記　

風
土
記　

古
代
歌
謡
』

筑
摩
書
房
、
昭
和
35
年
5
月
4
日
発
行

「
古
代
歌
謡
」（
福
永
武
彦
訳

）
の
一
部
と
し
て
日
本
書
紀
歌
謡
の
現
代
語
訳
を
収
録
。
解
説
に
小
島
憲
之
「
古
代
歌
謡
」
を
掲
載
す
る
。

■  

相あ
い
そ磯

貞
三
著

『
記
紀
解
釈
全
註
解
』

有
精
堂
出
版
、
昭
和
37
年
6
月
20
日
発
行

記
紀
歌
謡
の
原
文
・
読
み
下
し
・
題
意
・
口
訳
・
語
釈
・
考
説
を
収
め
る
。
前
掲
相
磯
氏
『
記
紀
解
釈
新
解
』
に
『
記
紀
歌
謡
論
』（
昭
和
35
年



─ 41 ─

『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書 

―
明
治
以
降
を
中
心
に
―
（
荊
木
）

6
月

）
を
増
補
し
た
も
の
。

■  

森も
り
も
と本

治じ

吉き
ち

・
竹た

け

内う
ち

金き
ん

治じ

郎ろ
う

・
大
久
保
正
編

『
上
代
歌
謡
』

桜
楓
社
、
昭
和
39
年
4
月
10
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
歌
謡
の
読
み
下
し
と
頭
注
を
掲
げ
る
。

■  

高
木
市
之
助
校
註

『
上
代
歌
謡
集
』

朝
日
新
聞
社
、
昭
和
42
年
5
月
30
日
発
行

記
紀
歌
謡
の
原
文
・
読
み
下
し
・
大
意
・
頭
注
。
の
ち
昭
和
52
年
5
月
1
日
に
お
な
じ
く
朝
日
新
聞
社
か
ら
日
本
古
典
選
の
一
冊
と
し
て
復

刊
。

■  

堀
内
民
一
（
文
）・
葛
西
宗
誠
（
写
真
）

『
古
代
歌
謡
の
旅
』

淡
交
新
社
、
昭
和
43
年
2
月
11
日
発
行

「
古
事
記
の
歌
」「『
日
本
書
紀
の
歌
」
に
分
け
、
主
要
な
記
紀
歌
謡
の
読
み
下
し
と
か
ん
た
ん
な
脚
注
を
関
聯
写
真
と
と
も
に
掲
出
。
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■  

益
田
勝
美
著

『
日
本
詩
人
選
１　

記
紀
歌
謡
』

筑
摩
書
房
、
昭
和
47
年
5
月
25
日
発
行

厳
密
な
意
味
で
の
注
釈
で
は
な
い
が
、
か
な
り
の
数
の
記
紀
歌
謡
に
つ
い
て
、
現
代
語
訳
を
交
え
つ
つ
解
説
。

■  

山
路
平
四
郎
著

『
記
紀
歌
謡
評
釈
』

東
京
堂
出
版
、
昭
和
48
年
9
月
20
日
発
行

記
紀
歌
謡
の
読
み
下
し
・
口
語
訳
・
語
釈
・
評
を
収
め
る
。

■  

荻
原
浅
男
・
鴻
巣
隼
雄
校
注
・
訳

『
日
本
古
典
文
学
全
集
１　

古
事
記　

上
代
歌
謡
』

小
学
館
、
昭
和
48
年
11
月
5
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
歌
謡
の
注
釈
と
現
代
語
訳
。
歌
謡
の
担
当
は
鴻
巣
隼
雄
氏
。

■  

土
橋
寛
・
池
田
弥
三
郎
編

『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学　

第
４
巻　

歌
謡
Ⅰ　

記
紀
歌
謡　

神
楽
歌
・
催
馬
楽
』

角
川
書
店
、
昭
和
50
年
5
月
30
日
発
行
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記
紀
歌
謡
の
読
み
下
し
と
注
釈
。
記
紀
歌
謡
は
土
橋
寛
氏
担
当
。

■  

山
路
平
四
郎
・
窪
田
章
一
郎
編

『
記
紀
歌
謡
』

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
51
年
4
月
20
日
発
行

記
紀
歌
謡
の
読
み
下
し
を
掲
げ
、
解
説
を
加
え
た
も
の
。
巻
末
に
詳
細
な
「
主
要
参
考
文
献
解
題
・
目
録
」
を
附
す
。

■  

土つ
ち
は
し橋

寛ゆ
た
か

著

『
古
代
歌
謡
全
注
釈　

日
本
書
紀
編
』

角
川
書
店
、
昭
和
51
年
8
月
31
日
発
行

「
日
本
古
典
評
釈　

全
注
釈
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
。『
日
本
書
紀
』
歌
謡
に
つ
い
て
、
原
文
・
読
み
下
し
・
口
訳
・
考
説

を
施
す
。
原
文
の
底
本
は
日
本
古
典
文
学
大
系
の
『
日
本
書
紀
』
を
採
用
し
、
校
異
も
掲
げ
る
。
巻
末
に
は
「
歌
謡
語
彙
総
索
引
」「
主
要
語

釈
・
事
項
索
引
」
を
附
す
。『
日
本
書
紀
』
歌
謡
の
注
釈
書
と
し
て
は
も
っ
と
も
詳
細
な
も
の
で
あ
る
。

■  

大
久
保
正
訳
注

『
日
本
書
紀
歌
謡
全
訳
注
』

講
談
社
、
昭
和
56
年
8
月
10
日
発
行

講
談
社
学
術
文
庫
の
一
冊
。『
日
本
書
紀
』
歌
謡
に
つ
い
て
、
読
み
下
し
・
現
代
語
訳
・
語
釈
・
解
説
を
施
す
。
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■  
山
田
實
著

『
新
讀
日
本
書
紀
歌
謡
及
び
訓
注
』

か
わ
ち
印
刷
会
社
、
平
成
4
年
11
月
24
日
製
本
（
私
家
版

）

『
日
本
書
紀
』
の
歌
謡
及
び
訓
註
に
つ
い
て
、
当
時
の
発
音
形
を
推
定
し
、
新
読
を
施
し
た
も
の
。
語
彙
索
引
を
附
す
。

■  

大
久
間 

喜
一
郎
・
居
駒 
永
幸
編

『
日
本
書
紀
【
歌
】
全
注
釈
』

笠
間
書
院
、
平
成
20
年
4
月
1
日
発
行

『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
歌
謡
全
百
二
十
八
首
と
前
後
の
文
に
つ
い
て
注
釈
を
加
え
た
も
の
。
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Textbooks for the Nihon shoki and Annotations : Focusing on the Period since 1868

Yoshiyuki  IBARAKI

Abstract

　  The Nihon shoki  is the oldest official history of Japan, covering events 

from the mythical age of the gods up to the period of Empress Jitō. It is 

composed of 30 volumes plus one volume of genealogical charts. The project 

of making the Nihon shoki  was begun in the 10th year of the reign of Tenmu 

（681）, and it was completed in 720.

　  The Nihon shoki  has been read and studied widely by many people. They 

have added notes to it and made annotated books. From 1868, a lot of the 

Nihon shoki’s  textbooks with annotations were published. The number of 

them is no less than 100. In this paper, I try to make a list and use them to 

consider the modern study of the Nihon shoki . 

Keywords : Nihon shoki  ; mythical age ; revised textbooks ; annotations of the 

Kojiki




